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●点 鐘  平井啓博 会長 

●ソ ン グ  「我等の生業」 

●プログラム  会員卓話  萩原健二会員 

        テーマ「移りゆくエネルギー」 

 

●会長の時間 

 

皆さん、こんにちは。 

本日は GW 明けということで、お忙しい中、例

会へのご出席ありがとうございます。先日、日本

国内では、新型コロナウイルス感染症の位置づけ

が「5 類」と変更になりました。また世界保健機

関も 5 日、国際的に懸念される緊急事態の宣言を

終了すると発表されました。感染症対策は個人の

自主的な判断が基本となり、感染者への待機要請

はなくなり、日々の感染者の公表もなくなりまし

た。約 3 年 3 か月にもわたって続いた、新型コロ

ナウイルスに対する対応も一区切りがつき、旅行

や飲食、会合など、コミュニケーションが取れる

日常が戻って参りました。ただし、ウイルスの特

性が変わったわけではなく、これからも感染する

恐れがあるのは変わりありません。私たちは、コ

ロナ禍の 3 年間でいろいろなことを考え、実行し

てきたはずです。コロナ前に戻るのではなく、コ

ロナの先へと時間を進め、より良き社会の実現に

向けて、ロータリーとして、ロータリアンとして、

しっかりと議論し、地域への活動を高めて参りま

しょう。 

続きまして、本日は理事会がございましたので、

ご報告させて頂きます。プログラムの件、予算実

行状況の件、新入会員卓話の次年度以降の対応に

ついて協議させて頂きましたので、会員の皆さん

にご報告申し上げます。本年度は皆さんのご協力

もあり、多数の新入会員の方々にご入会頂き、新

入会員卓話を本年度中に終えることが出来ませ

んでした。次年度の方々には大変申し訳ないので

すが、次年度のプログラムで実施して頂くことが

必要となります。また、次年度も順調に新入会員

が増加すると例会プログラムの時間が足らず、ま

た翌年に持ち越しとなってしまいます。次年度は

卓話の時間を工夫し、なるべく多くの新入会員卓

話を実施して頂く様に協議し、次年度へ引継ぎ依

頼をさせて頂きましたので、ご報告申し上げます。 

本日のプログラムは萩原会員による卓話「移り

ゆくエネルギー」についてとなっております。 

萩原会員とは、私が 30 歳の時に知人を介して知

り合いとなり、20 年余りのお付き合いをさせて頂

いております。萩原会員の会社では精密な機械の

設置やボイラー、配管、電気工事など、世の中の

インフラ整備に不可欠なお仕事を生業とされて

おります。その中で目や耳にするエネルギー関連

のお話について卓話頂けることと思います。大変

楽しみにしております、どうぞよろしくお願い致

します。 
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そして本日よりクールビズの期間となりまし

た。私も含めた男性は、ネクタイをしなくても良

いだけでも随分と過ごしやすいのですが、本来の

クールビズの目的は、適切な温度での空調使用と、

快適で働きやすい軽装に取り組むことであり、多

様で柔軟性を持った働き方を実施し、省エネ、

CO2 削減を図るための取り組みの一つとなりま

す。地球温暖化対策の一環ではありますが、一人

ひとりが出来ることとして他にも「エネルギーの

節約」「ＣO2 の少ない製品やサービス、交通手段

を選択する」「食品ロスをなくす」「リデュース、

リユース、リサイクルに取り組む」など様々な取

り組みがございます。皆さんでゼロカーボンを意

識して、未来を担う子供たちの為にも、脱炭素社

会の実現に取り組んで参りましょう。 

最後になりますが、5 月のロータリー月間は 

「青少年奉仕月間」となっております。国際ロー

タリーが掲げる青少年奉仕月間とは、次世代のリ

ーダーを育てることに着目しており、プログラム

を通じて教育の機会を広げ、若い世代のリーダー

がリーダーシップのスキルを身につけ、奉仕の価

値観を学べるように応援することを目的として

います。具体的には「インターアクトクラブ」や

「ロータリー青少年指導者養成プログラム」「ロ

ータリー青少年交換」「新世代交換」などの取り

組みがございます。まだまだ私も勉強不足で、ロ

ータリー月間について毎月調べているのですが、

なかなか奥深いのがロータリーであると感じて

おります。足らない情報を調べる中で有効な手段

として、マイロータリーへの登録もその一つであ

ります。本年度の目標の一つに、マイロータリー

への登録率 100％を掲げさせていただいておりま

す。当クラブの現在の登録人数は 36 名、登録率

は 69.23％となっており、あと 30％強で 100％の

達成となります。引き続いて DX 推進委員会、岡

田祥平委員長に取組んで頂きます。未登録の会員

さんにおかれましては、登録にご協力頂きますこ

とをお願い申し上げ、会長の挨拶を終わりたいと

思います。本日も最後まで、どうぞよろしくお願

い申し上げます。 

 

 

 

●食事の時間 

 

職業奉仕委員会「職業奉仕タイム」 

発 表：越智幸志 会員 

テーマ：私の職業奉仕について 

 

●幹事報告 

＜例会変更・休会のお知らせ＞ 

●福山ロータリークラブ 

≪変更≫ 

日時：6 月 26 日(月) ⇒ 同日 18：00～ 

理由：最終夜間例会のため 

場所：福山ニューキャッスルホテル 

●松永ロータリークラブ 

≪変更≫ 

日時：5 月 22 日(月) ⇒ 5 月 21 日(日)7：30～ 

理由：春の家族会 

場所：瀬戸内海（高島）での漁業体験観光 

●鞆の浦ロータリークラブ 

≪変更≫ 

日時：5 月 30 日(火) ⇒ 同日 11：30～13：30 

理由：100 万ドル例会 

場所：当クラブ事務所 

●福山東ロータリークラブ 

≪変更≫ 

日時：5 月 3 日(火) から変更 

5 月 21 日(日)9：00～11：30 

理由：堂々川保全活動のため 

場所：堂々公園内堂々川周辺（福山市神辺町） 

日時：5 月 31 日(水) ⇒ 同日 18：30～20：30 

理由：親睦夜間例会のため 

場所：福山 NCH 



＜配布物＞ 

・ロータリーの友並びにガバナー月信 

 

＜回 覧＞ 

・会員手帳確認原稿 

 

●出席報告 

本日出席率 82.00％ 

（出席者 41 名 欠席者 9 名 出席免除者 2 名） 

 

●委員会報告 

・DX 推進委員会（ﾏｲﾛｰﾀﾘｰの登録について） 

・クラブ管理運営委員会（R の友紹介） 

 

●スマイル BOX 

＜義務スマイル＞ 

結婚記念日祝 

山本秀樹さん   5 月 29 日 

眞田奈津基さん  5 月 14 日 

馬場正人さん   5 月 4 日 

野村俊明さん   5 月 5 日 

佐藤 満さん   5 月 5 日 

 

＜申告スマイル＞ 

平井啓博 会長 

本日も例会へのご参加有難うございます。職業奉

仕の時間、越智幸志さんありがとうございました。

越智さんの職業奉仕、大変ためになりました。本

日のプログラム、萩原健二さんの卓話「移りゆく

エネルギー」について、大風呂敷を広げましたね。

テーマに負けない卓話を期待しております。どう

ぞよろしくお願い致します 

畑 弓子 副会長 

4 月 23 日㈰地区研修・協議会がございました。

出席して頂きました皆様に御礼申し上げます。あ

りがとうございました。5 月 16 日の例会にて地

区研修・協議会報告です。宜しくお願い致します。

本日のプログラム、萩原健二さんの会員卓話です。

宜しくお願い致します。 

松浦宏次 幹事 

本日のプログラム、萩原会員による卓話、楽しみ

にしておりますので宜しくお願い致します。 

田中ひとみ 会員 

まずは天満さん、お帰りなさい。元気な姿が見ら

れてうれしいです。東京赤坂の合同例会には法事

があり、参加できなくて残念でした。東京と言え

ば、次男が先日、ヒルトンのハイブランド コン

トラット東京のバー&ラウンジ 28（トゥエンティ

ーエイト）の責任者として着任しました。眼下に

東京湾や浜離宮を望むラグジュアリーな空間で

食事やお酒を楽しめるようになっています。東京

にいらっしゃった際には、ぜひお立ち寄りになっ

て下さい。 

天満博之 会員 

本日より例会へ復帰しました。皆様にはご心配と

ご迷惑をかけしました。申し訳ありません。お蔭

様で特に大きな後遺症等もなく治すことができ

ました。ありがとうございました 

萩原健二 会員 

本日は私の会員卓話です。ご清聴のほど宜しくお

願い致します。 

馬場正人 会員 

所用の為欠席させていただきます。誠に申し訳ご

ざいません。 

 

●プログラム 

会員卓話 

萩原健二 会員 

テーマ「移りゆくエネルギー」 

 

 



 

 

 

 
 

【職業奉仕タイム 原稿】 

「私の職業奉仕について」  

越智幸志 

2021 年 1 月に入会させていただいた、福

山市新涯町でシャディ代理店  あゆみギフト

という店舗名のギフト店を営んでいる越智幸

志と申します。  

事業内容は冠婚葬祭に関わる返礼品や、中

元歳暮、粗品、販促品、イベントの賞品、名

入れの商品などの販売です。  

河村さんから今回の発表を依頼され、まず

は「職業奉仕」の理念をしっかりと理解しよ

うと思い「職業奉仕」というワードでグーグ

ル検索したら凄まじい数のコンテンツページ

が検索されました。  

色々な地区のガバナーや重鎮の方々が様々

な切り口・視点で説明されており、調べれば

調べるほど迷子になってしまい当惑していま

したが、試行錯誤を重ねる中、浅学菲才な私

でも理解しやすいコンテンツページを偶然見

つけることができました。  

それは「The Rotarian」誌 1972 年 9 月号

に掲載されていた記事の翻訳で「職業奉仕と

は何ですか」の質問に対する回答「職業奉

仕・４つの反省」という表題の文章です。  

 

①顧客に対して（２項目）  

・最上の品質、最高のサービスを提供してい

るか。  

・常に、正直と親切を旨としているか。  

②従業員に対して（４項目）  

・彼らの長所を十分認め、かつ買っている

か。  

・安全で快適な職場を確保しているか。  

・苦情に対して公正な態度で対処している

か。  

・自ら誠実、正直、善意の手本を示している

か。  

③競争者に対して（３項目）  

・公正な態度で接しているか。  

・あなたは行動をもって誠実を肝銘させてい

るか。  
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・彼らと共に事業水準の高揚につとめている

か。  

④協力者に対して（２項目）  

・公正で友情に満ちた関係を保っているか。  

・いつも支払いをよくしているか。  

 

大きく分けて 4 つですが、実質 11 項目あ

ります。ここまでが私なりに調べ理解したロ

ータリアンとしての職業奉仕の理念です。  

 そしてここからはその理念を鑑み、私が心

がけていることを２つ話させていただきま

す。  

１つ目は「ふさわしくない品は薦めない」

そして「ふさわしくない品を薦めないために

会話をする」です。例えば「靴、靴下、下

着、スリッパ」や「腕時計や筆記用具」、そ

して「商品券」は上司や先輩や目上の方に贈

るのは失礼とされています。「靴、靴下、下

着、スリッパ」など、下に着るものは見下し

ているということや相手を踏みつけるという

ことに繋がってきます。また「腕時計や筆記

用具」を贈ることには、勤勉に勉強し働きな

さいという意味がありますし、「商品券」は

「これで好きなものを買いなさい」とか「お

金に困っていることに対しての援助」という

ことを連想させてしまうからです。そのよう

な品を求めている場合にはこれらのことを会

話の中でやんわりとお伝えするようにしてい

ます。  

２つ目は「競合他社の悪口は言わない」で

す。競合に負けそう、もしくは負けた場合、

そして負けてすごく悔しい場合でもグッと我

慢します。例え競合他社が弊社の悪口を言っ

ていたとしても言い返しません。グッと我慢

します。悪口を言えばその業者を選んだお客

様は不快になられるし、私が吐いた言葉がそ

の業者の耳に入るようなことになれば悪口の

応酬に発展し、足の引っ張り合いになるから

です。そしてむしろ最近は競合相手を褒める

ようにしています。褒めて褒めて褒めまくっ

て最後に「でも、もし何かご不満なことがあ

った場合にはご一報ください  必ず解決しま

す」と締めくくるようにしています。本当に

時々電話がかかってくることがあります。  

とりとめのない話しになってしまいました

が、以上で「私の職業奉仕」の発表を終わら

せていただきます。  

このたびロータリアンとしての職業奉仕の

理念を理解する機会をお与えいただきました

ことに深謝いたします。  

ご清聴誠にありがとうございました。  

 


